
◆江差町都市計画マスタープラン、⽴地適正化計画のイメージについて                             
（参考）北海道の「整備・開発及び保全の方針」付図  

資料１ 

（参考）江差町の用途地域図 



  

  

立地適正化計画のイメージ 都市計画マスタープランのイメージ 

（例） 

住居系 →低層戸建ての集まった「専用住宅地」と他用途との混在を許容した「一般住宅地」 など 

商業系 → 高次の都市機能が集積した「中心商業地」と、幹線沿道に集積した「沿道商業業務地」など

工業系  →工業に特化した「専用工業地」と住宅地との調和を図った「一般工業地」など 

○都市マスでは、地域の実情に応じて、より詳細な区分で土地利用の方針を設定し色分け

○都市マスでは、地域の実情にあわせ、拠点・軸・ゾーンで都市構造を明らかにした上で 
各要素の位置づけ・あり方、整備・活用の方針を地域の実情や課題に合わせて設定 

〇土地利用、道路・交通、公園・みどりなど、分野別に方針を整理し、図示 

⽴地適正化計画のイメージ 人口密度の維持や都市機能の集約を目的とする 
ため、都市計画用途地域内が主な対象範囲。

将来にわたり人口集積が 
見込みづらい・生活利便

性が担保しづらいエリア 
→居住誘導区域に含むか

否かを検討 

都市再生を図るため、医療施設、福

祉施設、商業施設などの都市機能増

進施設の立地を誘導すべき区域 

→都市機能誘導区域指定を検討 
→誘導施設を設定 
→誘導施策を設定 

都市計画白地地域 
→居住誘導区域から除外 

観光･交流拠点（北の

江の島）の位置づけ 
（土地利用）

歴まち地区の位置づけ 
（土地利用・景観） 生活拠点の位置づ

け（土地利用） 

市街地間・広域道路ネ

ットワークの位置づけ

（道路・交通） 

医療拠点の位置 
づけ（土地利用） 

中心商業地の位置づけ

（土地利用） 

都市再生を図るため、居住を

誘導すべき区域 
→居住誘導区域指定を検討 
→誘導施策を設定 

市街地内ﾈｯﾄﾜｰｸの位置づけ

（道路・交通） 
保全すべき森林・農地

の位置づけ（公園・みどり）

公園緑地の位置づけ

（公園・みどり） 

居住誘導区域
都市機能誘導区域 

都市計画による従来の⼟地利⽤規制に加え、市街地に２

つの「誘導区域」を指定し、コンパクトで便利な市街地

づくりを誘導するための具体的な施策を定める。 

 ・こんな住宅地にする

・こんな拠点を目指す


